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１ はじめに 

近年、食の安心安全対策から牛乳成分の中でも体細胞数や細菌数についての規制基準が厳しく

なったことで、酪農家の乳房炎対策への意識が高まっている。管内でも、乳質改善や乳房炎対策

のため、ビタミン A 単体や脂溶性ビタミン複合剤（AD３E）を投与する酪農家が増加している。今回、

乳房炎予防の目的で投与していた脂溶性ビタミン過剰が原因と推測される異常産発生があり、指導

により改善したのでその概要を報告する。 

 

２ 農場の概要と発生状況（表－１） 

発生農場は 乳用牛５８頭の酪農経営で、泌乳量に応じて２群（高泌乳牛群グループ、低泌乳牛

群グループ）に分けてフリーバーン牛舎で飼養している。 

人工授精は地域で活動する家畜人工授精師に委託し、出生した交雑種と乳雄子牛は２ヶ月齢で

出荷、乳雌子牛は後継牛として北海道の農場で約１年間育成し、初産前に再導入している。後継牛

はそのほかにも、北海道産初妊牛を年間約１０頭導入している。 

平成１９年３月に、４ヶ月前から四肢が弱く、正常に起立できない子牛が続いて生まれると家保に 

相談があった。 

 

３ 調査と病性鑑定 

（１）異常産子の状況（表―２） 

聞きとり調査で、平成１８年１１月から平成１９年６月までの産子４０頭のうち９頭（22.5％）が症状を

示していたことを確認した。異常産子は、種別では交雑種６頭、乳用種３頭、性別ではオス４頭、メス

５頭、関節異常は前肢のみ３頭、後肢のみ４頭、四肢全肢２頭と様々であった。また、母牛はすべて２

～６産の経産牛で、体調に異常はなく、予定日前後に出産し早産などの問題はなかった。 



 

（２）病性鑑定 

子牛３頭（No.７、No.８、No.9）を病性鑑定に用いた。（表―３） 

子牛は起立困難、四肢関節の異常がみられたが、その他の外見に異常はなく、食欲もあり元気で

あった。（図－１）四肢関節の症状は、前肢の球節（中手指節関節）または後肢の中足趾節関節が伸

展し、起立させようとすると、前肢はナックルになった。起立させると四肢の関節が伸展しているため

副蹄が地面につくような状態になり、長時間起立することはできなかった。 

剖検では、関節に関節液の高度な貯留、球節の硬直がみられた。組織所見は著変はなく、細菌

検査は陰性であった。ウイルス抗体検査では、５月に母牛に異常産ワクチンを接種したため、６月生

まれの子牛（No.9）はアイノウイルス抗体が２５６倍以上と高かったが、アカバネウイルス、チュウザンウ

イルスには動きはなく、ウイルス遺伝子検査およびウイルス分離も陰性であった。 

 

（３）疫学的調査（表―４） 

飼料はすべて購入飼料で給与内容は１８年前から変えておらず、飲水は水道水であった。 

異常産子９頭の種雄牛を人工授精師に確認したところ、和牛３頭、ホルスタイン３頭の凍結精液を

受精しており、種雄牛の関連性は無かった。 

また、周辺農家では同様の異常産の発生はなく、平成１７～１９年に近隣農家で実施した異常産

ウイルス抗体調査でもウイルスの動きはなかった。 

そこで、さらに、最近の飼養管理の変更点を畜主に聞きとりしたところ、平成１８年４月より 乳房炎

予防を目的に脂溶性ビタミン剤投与量を増やし、前年の４倍量を使用していることが判明した。 



 
４ 判明したビタミン剤の過量投与  

（１）投与方法と投与量（表―５） 

製品は要指示薬品でない、液体の動物用医薬品であり、有効成分は１本１リットル中、ビタミン A 

２５００万単位、Ｄ １２５０万単位、Ｅ １万５０００単位を含有、用法用量は１日量 0.005～0.024ml/ｋｇ

と明記しており、この農家の平均の体重 620 キロの牛の１日量は 3.1～14.88ml になる。 

 

実際の投与量は平成１８年３月までは、導入時 100ｍｌ、産後 300ml（100ml を３日連続投与）を経口 

投与していたが、同年４月以降は、産後投与量を 450ml(150ml×３日)と増量したうえ、さらに乳房炎

予防のため高泌乳牛に 450ｍｌ(150ml×３日)投与を繰り返し、個体によっては毎週のように投与して

いたとのことである。しかし、どの牛に投与したかは、畜主もはっきりと記憶しておらず、記録を残して

いなかった。 

 
（２）脂溶性ビタミン要求量と充足率（表―６） 

日本飼料標準によると、この農家の平均牛（体重 620kg、泌乳量 35kg）の１日要求量は、

ビタミンＡ 71,788 単位、Ｄ 6,200 単位、Ｅ 1,240 単位である。要求量からみた給与飼

料中ビタミン・ミネラル添加剤からの充足率はそれぞれ、216%、419％、４0％であった。ビタミンＥの充

足率は低いが、乾燥、穀類など基礎飼料に含有しているため、十分量摂取している。このうえに乳房

炎予防のために投与したビタミン剤は、１クールでビタミン A は 1 日要求量の１５７倍、D は９０３倍にも

なっていた。これを毎週のように投与することを一年間続けており、体内に高濃度に蓄積されたこと

が推察された。 



   
（３）ビタミン投与と異常産発生 

当該農家では高泌乳牛群２０頭、低泌乳牛群３５頭の２群にわけて飼養しているが、異常産９頭は、

すべてビタミン過量投与した高泌乳牛群で発生し、発生率は７５％であった。同時期の低泌乳牛群

では２８頭うまれたが、異常産はなかった。（表－７） 

 

そこで、さらに、異常産歴のある母牛（No4、No5、No６、No８の母牛）平成４頭と正常産の母牛４頭

で血漿中ビタミン濃度を測定し比較した。（図－２） 

異常産母牛は異常産後３～６ヶ月経ち、６～９ヶ月以上ビタミン剤を投与していないが、正常産牛

群と比べビタミンＡ、D3、Ｅすべて高値を示し、特にビタミンＡとＥには有意な差があることから、牛体

内に長期蓄積していることを確認した。 

 

以上よりまとめると、 

①周辺農家では異常産はなく、ビタミン投与量も適正量であった。 

②当該農家ではビタミン剤を前年の４倍量を反復投与し、母牛体内に蓄積していた。 

③過量投与した高泌乳経産牛にのみ異常産が発生し、初妊牛と導入牛には発生がなかった。 

④投与時期と異常産発生時期が連動している。 

⑤細菌、ウイルスの関与がない。 

これらのことから、母牛への脂溶性ビタミン剤過量投与が胎子に影響を及ぼし、異常産が発生したと 

推察した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 農家への指導 と その後の経過 

（１）指導項目 

聞きとり調査の過程で、明らかになったこの農家の問題点は①脂溶性ビタミンの副作用の知識が

なく、大量に投与すれば効果が高く、余分な量は尿に排出されると認識②使用説明書を読まず

に投与 ③投与した牛個体番号などを記録していない、ということが浮かび上がった。そこで、診療

獣医師とも協力し、対策を実施した。（表―８） 

指導項目は以下の４点である。 

① 脂溶性ビタミンの過剰症・副作用について説明 

② 高泌乳牛へのビタミン剤投与を中止 

③ 用法用量の遵守など適正使用につとめる 

④ 投与年月日、牛の個体番号、投与量を記録し、過量投与を防止 

 

（２）その後の経過 

月別産子数と異常産数、ビタミン給与時期を図-３に示した。ビタミン過量投与を開始してから 

７ヶ月後の１１月に初発があり、３月に投与中止を指示など対策した後は、３ヶ月後の６月に発生した

１頭を最後に発生は終息した。 

 

 



６ まとめと考察 

ビタミン A、D、E は脂溶性ビタミンであり、要求量以上を摂取すると体内に蓄積する。牛の過剰症

状としては、ビタミン A 過剰では、成長不全、骨の発育異常、子牛に多給するとハイエナ病になり、ビ

タミン D 過剰は食欲不振、下痢、また全身に石灰沈着したり、関節強直になることが知られている。ビ

タミンＥは、報告がなく、過剰症状はないとされている。（表―９） 

ビタミン A は、反芻動物はルーメン微生物によりビタミンＡが破壊されるので、非反芻動物より耐性

が高いといわれているが、要求量の１００～１０００倍量を長期連続投与すると、食欲減退、体重減少、

骨肥大増殖などの慢性中毒症状が発生するとの報告がある。また、ビタミンＥは、毒性が極めて弱く、

適量の１００倍以上を接種しても有害作用はないとされる。 

脂溶性ビタミン過剰による牛の異常産の報告はないが、人やその他の動物では、ＶA 過剰による 

催奇形性があることが知られており、また妊娠ラットにＶD３を大量投与すると、胎子の骨形成の障害

がでるとの報告もある。 

今回の症例では、当初、原因をウイルスと疑っていたため、詳細な病理学検査や子牛血液

と肝臓のビタミンＡを測定しなかったことが悔やまれたが、原因は過剰なビタミンＡまたは

Ｄと推察した。 

近年、乳房炎対策としてビタミン剤を投与する酪農家が増えており、これからも同様の発

生がないよう広く危険性を啓発していきたい。 
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